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平成 21 年 2 月 12 日 

各 位 

会社名 岡谷電機産業株式会社 

代表者名 取締役社長 山岸 久芳 

（コード番号 6926 東証第１部）

問い合わせ先 

 
取締役専務執行役員 

管 理 本 部 長 
松岡 郁男 

（TEL 03-4544-7000）

 

 

業績予想および期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）業績予想および期末配当

予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期通期業績予想（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（１）連結                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 15,600 700 700 300 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 13,000 350 300 10 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,600 △350 △400 △290 

増 減 率（％） △16.7 △50.0 △57.1 △96.7 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 0 年 3 月 期 ） 

15,972 1,592 1,458 900 

 

（２）個別                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 14,000 750 800 450 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 11,500 350 300 50 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,500 △400 △500 △400 

増 減 率（％） △17.9 △53.3 △62.5 △88.9 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 0 年 3 月 期 ） 

14,021 1,085 1,012 632 

 

（３）修正の理由 

米国のサブプライムローン問題に端を発した金融危機が世界に波及し、実体経済に大きく影

響を及ぼす状況になってきており、消費動向、設備投資意欲の減退が継続しております。産業

機器、デジタル家電、事務機など全ての業種において今後とも需要の落ち込んでいる状況は第

４四半期も継続あるいは悪化するものと予測されます。さらに、円高進行による為替差損の発

生および保有有価証券の評価損が発生しているため通期業績予想を修正するものです。 
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２．期末配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日  中間期末 期 末 年 間 

前 回 発 表 予 想 
（平成 20 年 11 月 13 日公表） 

6.00 7.00 13.00 

今 回 修 正 予 想 ― 2.00 8.00 

当 期 実 績 6.00 ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 2 0 年 3 月期） 
6.00 7.00 13.00 

 

（２）修正の理由 

 当社は株主の皆様に対する利益還元を重要政策の一つと考えており、安定した配当を実

施するために、将来の事業展開や財務体質の強化に必要な内部留保を確保しながら、当期

の利益に対する配当性向30％を基準に配当額を決定することとしております。上記方針に

則り、当期においては前期と同様に中間期末配当６円を実施いたしました。 

 しかしながら、前述の通り、急激な経営環境の悪化により平成21年３月期通期業績予想

を修正したことなどを総合的に勘案し、当期期末配当につきましては、１株当たり２円に

修正させていただくことといたしました。 

 

以上 


